
柿  栽培管理講習会資料 

5 月 15 日（金）   

JA中野市 園芸課 

 

１．摘花、摘果・・・例年、摘果が遅れ小玉果が多い園地では実施。 

開花期までを目安とする 

市田柿の場合 

干柿の目標玉は、Ｌ～２Ｌです。これを収穫時の果実重にすると 1１0ｇで

す。園の着花状況を確認してから摘蕾・摘花を実施するか決めましょう！！ 

 

・病害虫被害がなく、キズのない大きい蕾・花を残す。 

・遅れ花はなるべく摘む。 

・樹勢が弱い場合は、通常よりも着花量を制限する。 

○着果数 

  樹の上部はやや多めに、下部はやや少なめに着果させる 

 新梢長 着果数 着果位置 

短果枝 10ｃｍ以下 ０ 着果させない 

中果枝 10～30ｃｍ ０～１ 中央部の果実を１果残す 

長果枝 30ｃｍ以上 ２ 先端と基部を避け中央部の大きな果実を２果残す 

２．芽かき、捻枝 

・主枝背面から発生している新梢は芽かきを行なう 

・捻枝は生育のよい新梢を選ぶ。 

 

 

 

 

 



 

３．病害虫防除   落葉病 アメシロ・ケムシ類に注意！！ 

 ＊アメリカシロヒトリ特別散布   アディオン水和剤 2,000 倍 

 ○ ６月上中旬   展着剤  

           キノンドーフロアブル １００ｍｌ 

           スミチオン水和剤 40  １２５ｇ 

 

○ 6 月下旬    展着剤  

           オーソサイド水和剤８０ １００ｇ 

           モスピラン顆粒水溶剤  ２５ｇ 

 

昨年、カキノヘタムシガが発生した園地では、6 月が初期の発生となる。ま

た、落葉病の重要防除時期となるため、徹底して散布を行なう。 

例年、カイガラムシ類の被害が見られる園地がありましたら、担当技術員に

ご相談ください。 

 

４．その他 

・乾燥対策⇒ 敷きワラや敷き草などの樹冠下マルチを行う。 

（根元５０ｃｍ空けて厚く敷く） 

・雑草管理⇒ バスタ液剤（収穫前日まで、３回以内） 

       10ａ当り 水１００ℓ、バスタ液剤５００ｍℓ 

       根元は常にきれいに！！ 

 


